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科目の概要
この科目では、基礎的な造形感覚の訓練をおこなう。平面空間、立体空間を対象とした複数の課題から普段何気なく扱っている色や形、テクス
チャーの性質を理解し、それらをコントロールする方法を学んでいく。
ここでの学びを通してものの見方や発想の幅を広げ、衣・食・住を中心とする生活の様々な場面で、デザイン、コーディネートする素地を養ってい
く。本科目の学修内容はDP3「ライフスタイルのデザインに不可欠な専門的知識・技能を身に付け」、DP4「人々の日常生活を衣・食・住および地域
活性の面から支援することができる」ことへとつながる。

学修内容 到達目標

① 基本的な造形要素の性質を知る。
② 色や形、テクスチャーをコントロールしてイメージを
表現する方法を学ぶ。
③ アイデアを造形表現へ発展させる過程を経験する。

① 基本的な造形要素の性質を説明できる。
② 色や形、テクスチャーをイメージにあわせコントロー
ルできる。
③ アイデアを造形表現へと発展させることができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 授業時間外の時間を使い、課題の準備、未完了の課題の作成に取り組むことができる。

働きかけ力

実行力 課題の作成にあたって自ら高い目標を設定し、そこへ到達するための努力ができる。

考え抜
く力

課題発見力 課題作成のために複数の事例にあたり、発想を広げることができる。

計画力

創造力 課題の条件を複数の観点から検討し、先行事例を有効に活用しながら独自性のある作品を
完成させることができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

課題作品のコンセプトを作品内に反映させるのみならず、口頭でも説明できる。

学生同士で意見を交換しながら課題作成に取り組むことができる。
他学生の課題作品のプレゼンテーションから、新たな価値を見出すことができる。

課題を条件に従って作成し、かつ期限内に提出できる。

テキスト及び参考文献

テキスト：使用しない。必要に応じて資料を配布する。資料はgoogle classroomにて提示する。
参考書：授業内で適宜紹介する。

他科目との関連、資格との関連

本科目で獲得した知識・技能は、つづく「デジタイルデザイン演習」「ソーシャルメディア活用Ⅰ（写真）」「ソー
シャルメディア活用Ⅱ（動画）」での学びのベースとなる。
商品装飾展示技能検定の資格を目指す場合には受講しておくことがのぞましい。

学修上の助言 受講生とのルール

発想力やセンスは知識と情報の蓄積が伴なうことではじめ
て発揮される。よりよいアイデアを生み出すためにも日頃
から様々なメディアを通してすぐれたデザインに接するこ
とを心掛けること。

課題の作成にあたっては、アイデアの検討や材料の収集な
どを事前にしっかりと準備しておく必要がある。また、よ
り良い作品にするためにも授業時間外で作業に充てる時間
を惜しまないようにすること。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

① 丁寧に作業され、かつ、作品が美しく完成している。
② 提示された条件を複数の観点から検討・解釈し、独自
の表現に結びつけている。
③ 自身の作品のコンセプトと工夫について口頭で明快に
説明できる。
上記３項目の基準を全て満たし、そのうち①②の基準に対
して極めて高い評価が与えられると判断された場合、
S（秀）評価をする。

① 丁寧に作業され、作品が完成している。
② 課題の条件に工夫が加えられ作品が作成されている。
③自身の作品のコンセプトと工夫について口頭でわかりや
すく説明できる。
以上の条件が満たされた場合にB評価とする。
C評価の基準は授業計画「到達レベルC(可)の標準」に準ず
る。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③小テスト

①

0

②

③レポート

① ✓

90

【作品】　80点
各テーマごとに配点の内訳は
練習課題（10/90点）※知識・技能の獲得
エスキース（10/90点）※知識・技能の活用
課題（60/90点）※課題解決
とする。
評価の基準は以下の通り
・丁寧に作業され、作品が美しく完成している。
・各課題の条件に従って作品が完成している。
・提示された条件を複数の観点から検討・解釈し、独自の表現に結びつけている。
【プレゼンテーション】（10/90点）
・自身の作品のコンセプトと工夫について口頭でわかりやすく説明できる。※課題解決

※獲得…11.1%　※活用…11.1%　※解決…77.7%

② ✓

③ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

【主体性】授業時間外の時間を使い、課題の準備、未完了の課題の作成に取り組むことができて
いる。
【実行力】課題の作成にあたって自ら高い目標を設定し、そこへ到達するための努力ができてい
る。
【課題発見力】課題の作成にあたって自ら高い目標を設定し、そこへ到達するための努力ができ
る。
【創造力】課題の条件を複数の観点から検討し、先行事例を有効に活用しながら独自性のある作
品を完成させることができる。
【発信力】課題作品を口頭でしっかりと説明できる。
【傾聴力】学生同士で意見を交換しながら課題作成に取り組むことができる。
他学生の課題作品のプレゼンテーションから、新たな価値を見出すことができる。
【規律性】課題を条件に従って作成し、かつ期限内に提出できる。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



① 丁寧に作業され、作品が完成している。
② 課題の条件に工夫が加えられ作品が作成されている。
③自身の作品のコンセプトと工夫について口頭でわかりや
すく説明できる。
以上の条件が満たされた場合にB評価とする。
C評価の基準は授業計画「到達レベルC(可)の標準」に準ず
る。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

【テーマ１】ネガ・ポ
ジの研究
テーマ１の説明と練習
課題

講義
実習

科目の概要と、テーマ
１の目標が理解でき
る。
画面分割のスタディが
できる。

（予習）シラバスを読
み、科目の概要を理解
しておく。
（復習）未完了の課題
を完成させる。 90

主体性
課題発
見力
規律性

2

【テーマ１】ネガ・ポ
ジの研究
２つ色面のフォルムの
関係を検討する。

実習 画面構成のスタディが
できる。

（予習）課題作成に必
要な素材の収集を行
う。
（復習）未完了の課題
を完成させる。 90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力

3

【テーマ１】ネガ・ポ
ジの研究
２つの色面のバランス
を検討した上で、課題
作品を完成させる。

実習 課題を完成させること
ができる。

（予習）課題作成に必
要な素材の収集を行
う。
（復習）未完了の課題
を完成させる。 120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
規律性

4

テーマ１の課題プレゼ
ンテーションと講評
【テーマ２】配色の研
究
テーマ2の説明と練習課
題
練習課題で基本的な配
色とその効果を確認す
る。

プレゼンテーション
講評（フィードバッ
ク）
実習

テーマ２の目標が理解
できる。
配色のスタディができ
る。

（予習）身近な場所か
ら美しい色の組み合わ
せを採集してくる。
（復習）テーマ１の振
り返りをおこない、
google classroomで提
出する。

90

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

【テーマ2】配色の研
究
配色のバリエーション
による変化を検討す
る。

実習 配色のバリエーション
を作成することができ
る。

（予習）さまざまな配
色のバリエーションを
調べておく。
（復習）未完了の課題
を完成させる。 90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力

6

【テーマ2】配色の研
究
配色のバリエーション
による変化を検討した
上で、課題作品を完成
させる。

実習 課題を完成させること
ができる。

（予習）課題作成に必
要な素材の収集を行
う。
（復習）未完了の課題
を完成させる。 120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
規律性

7

【オンデマンド課題】
抽象写真

オンデマンド授業
講義
実習

課題の条件に従った作
品を提出できる。

（予習）事前に配布さ
れた資料を確認する。
（復習）未完了の課題
を完成させる。

90

主体性
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

テーマ２の課題プレゼ
ンテーションと講評
【テーマ３】テクス
チャーの研究
テーマ３の説明と練習
課題
練習課題でさまざまな
テクスチャーの表情を
確認する。

作品のプレゼンテー
ションができる。
課題３の目標が理解で
きる。

作品のプレゼンテー
ションができる。
課題３の目標が理解で
きる。

（予習）身近な場所か
らさまざまなテクス
チャーを採集してく
る。
（復習）テーマ2の振
り返りをおこない、
google classroomで提
出する。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

【テーマ３】テクス
チャーの研究
さまざまなテクス
チャーの対比による見
え方の変化を検討す
る。

実習 さまざまなテクス
チャーの組み合わせに
よる表情の変化を検討
できる。

（予習）テクスチャー
の変化を利用したデザ
インの事例を調査す
る。
（復習）未完了の課題
を完成させる。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力

10

【テーマ３】テクス
チャーの研究
テクスチャーの構成に
アレンジを加えること
による変化を検討した
上で、課題作品を作成
する。

実習 作業を進めることがで
きる。

（予習）課題作成に必
要な素材の収集を行
う。
（復習）スケジュール
から遅れている分の作
業を進める。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
規律性

11

【テーマ３】テクス
チャーの研究
テクスチャーの構成に
アレンジを加えること
による変化を検討した
上で、課題作品を完成
させる。

実習 課題を完成させること
ができる。

（予習）課題作成に必
要な素材の収集を行
う。
（復習）未完了の課題
を完成させる。 120

主体性
実行力
創造力
規律性

12

テーマ３の課題プレゼ
ンテーションと講評
【テーマ４】空間とイ
メージの研究
テーマ４の説明と練習
課題
練習課題で空間演出の
事例を確認する。

プレゼンテーション
講評（フィードバッ
ク）
実習

作品のプレゼンテー
ションができる。
テーマ４の目標が理解
できる。

（予習）未課題作成に
必要な素材の収集を行
う。
（復習）テーマ3の振
り返りをおこない、
google classroomで提
出する。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

13

【テーマ４】空間とイ
メージの研究
ディスプレイデザイン
のコンセプトとテーマ
を検討する。

実習 作品の方向性を決定す
ることができる。

（予習）ディスプレイ
デザインの優れた事
例、ユニークな事例を
調査する。
（復習）未完了の課題
を完成させる。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力

14

【テーマ４】空間とイ
メージの研究
マケット使ったスタ
ディでデザイン案を決
定する。

実習 スタディを繰り返し
て、デザインの最終案
を決定することができ
る。

（予習）素材の収集を
行う。
スケジュールから遅れ
ている分の作業を進め
る。
（復習）未完了の課題
を完成させる。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

【テーマ４】空間とイ
メージの研究
決定したデザイン案に
従って、作品を完成さ
せる。
テーマ４の課題プレゼ
ンテーションと講評

実習
プレゼンテーション
講評（フィードバッ
ク）

課題を完成させること
ができる。
作品のプレゼンテー
ションができる。

（予習）課題作成に必
要な素材の収集を行
う。スケジュールから
遅れている分の作業を
進める。
（復習）テーマ4と科目
全体の振り返りをおこ
ない、google
classroomで提出する。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


